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研究成果の概要（和文）：横浜中華街で行われている獅子舞・龍舞・民族舞踊などの民族芸能サークルには、長
年日本に暮らす老華僑のみではなく、近年やってきた新華僑の子女の他、日本人と華僑とを親に持つ者や、両親
共に日本人という者など様々な文化的背景を持つ若者たちが参加している。彼らは練習や公演を重ねることで、
中国的と考えられる女性らしさや男性らしさのステレオタイプな表現を習得する一方で、メンバー同士の交流に
よって単一でないジェンダー表現に気づき、また自らのジェンダー意識を見つめなおしているという側面がみら
れた。

研究成果の概要（英文）：Young people of various cultural backgrounds participate in the ethnic 
performing arts circles, such as the Lion Dance, Dragon Dance, and Ethnic Dance in Yokohama's China 
Town. The members include old comer Chinese, new comer Chinese, people of Chinese and Japanese mixed
 parentages, and Japanese with no Chinese kinship. While they learn what is thought to be the 
Chinese stereotype of feminine and masculine expressions through practices and presentations, they 
also realize, through the interactions with other members, that there are a multiple of gender 
expressions, and they eventually reconsider their gender perceptions. 

研究分野： 民族音楽学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
音楽や舞踊のパフォーマンスを通したエ

スニック・アイデンティティやジェンダー・
アイデンティティの形成については、これま
で民族音楽学や民族芸能研究、パフォーマン
ス研究やカルチュラル・スタディーズなどの
分野において、世界各地の様々な民族や芸能
集団を対象に行われてきた。これらの研究で
は、「アイデンティティ」は流動的かつ重層
的であり、芸能は、この複雑で目に見えない
アイデンティティを、ある形として体現し表
現する手段であるという議論が主流となっ
ていた。しかし、「民族」芸能においては「エ
スニシティ」の表現に焦点がおかれ、その芸
能によって同時に体現されている「ジェンダ
ー」の観点は十分に議論されてきたとはいえ
ない。 
在日華僑の祭りや民族芸能にみられる「ア

イデンティティ」の問題を論じたこれまでの
研究は、華僑総会の理事など、華僑社会のリ
ーダー達である男性の視点に立脚した華僑
「集団」としての議論が主体となっており、
一般男性（若者を含む）や女性の視点からの
議論が欠けていた。例えば、王維（『日本華
僑における伝統の再編とエスニシティ』2001
年）や、張玉玲（『華僑文化の創出とアイデ
ンティティ』2008 年）では、インタビュー
の対象は、ほとんど華僑社会の有力者であり、
彼らが語る民族芸能の「意義」は、集団のリ
ーダー達が認識する民族としての「誇り」や
「価値観」を代弁しているものであった。 
本研究は、民族マイノリティである日本の

華僑が、ホスト社会との関係において、どの
ような「中国民族（華僑）的」女性観や男性
観を、民族芸能によって構築し表現しようと
しているのかを検証する。そして、芸能活動
に従事する若者が、「民族性」と「ジェンダ
ー」をどのような相互関係において認識して
いるのかを明らかにしようと考えた。 
横浜中華街の民族芸能を対象とした前述

の二つの先行研究では、獅子舞を主な研究対
象としており、獅子舞が海外華僑の「エスニ
ック・アイデンティティ」の象徴となってい
るという主張に加えて、大陸系と台湾系に二
分された横浜華僑社会における、獅子舞グル
ープの分裂の歴史と、近年における協調関係
の構築などが主な論点となっている。本研究
では新たに、政治的イデオロギーの差による、
民族芸能のジェンダー表現の相違を検証す
ると共に、日本人や新華僑がサークルのメン
バーとして加わることによって、舞踊や音楽
表現におこる変化や、活動に参加する若者た
ちの心に生じるゆらぎや葛藤に着目するこ
とが必要であった。 

 

２．研究の目的 
 
民族芸能のサークル活動に関わるどのよ

うな場面において、民族集団における規範と
しての「ジェンダー境界」が認識されるのか、
そして、その認識プロセスにおいて、自己の
ジェンダーに対する意識や自己が体現した
いジェンダーイメージに、どのような変化や
葛藤が生じているかを明らかにする。対象は、
二つの中華学校（大陸系・台湾系）の卒業生
である 20 代の若者を中心とした、獅子舞・
龍舞・民族舞踊サークルのメンバーとした。 
研究代表者がこれまで、獅子舞を指導する

華僑男性に行った聞き取り調査では、獅子舞
は「華僑の誇り」であり「アイデンティティ」
であると同時に、獅子舞は「男の憧れ」であ
り、獅子舞ができなければ「男じゃない」と
いった回答が得られた。これは、獅子舞が「中
国（華僑）的男性像」の象徴とみなされてい
ることを示している。また、獅子舞とセット
で行われることが多い龍舞も男性メンバー
のみによって行われるが、「獅子と龍は中国
を代表する霊獣であり、華僑にとって大切な
芸能だ」というコメントもみられた。このよ
うに、獅子舞や龍舞は民族性を体現する芸能
であると同時に、華僑集団が規範する「男ら
しさ」を体現する手段でもある。一方で、女
性の群舞による「民族舞踊」は、獅子舞の前
座として花を添える形で行われている。ロン
グドレスをまとった女性達が優雅な手足の
動きで体現しようとしているのは、見るもの
の目には明らかに「女性らしさ」として映る。 
では、華僑の若者達は、これらの民族芸能

サークルにおける体験の中で、「民族性」や
「男性性」「女性性」をどのような形で認識
しているのか。「獅子の躍動的な動きが中国
のエッセンスを表現していると感じる」「中
国の民族舞踊は、日本舞踊と違って顔の表情
で女性らしさを表現していると思う」「獅子
舞をやりたいが、大股になるから女は駄目だ
と先輩に言われた」など、ジェンダー認識の
プロセスとその中での葛藤を、聞き取り調査
から検証する。では、男女の境界が明確に示
されていない伴奏音楽を担当するメンバー
の意識はどうであろうか。獅子舞と龍舞は、
太鼓と銅鑼の男女合同のアンサンブルによ
って伴奏されている。大音量の銅鑼や、手足
を大きく広げて演奏する太鼓は、力強さや男
らしさを表現しているとみなし得るが、実際
に参加している男女のメンバーの意識にお
いて、ジェンダー境界はどのように認識され
ているだろうか。個々のメンバーの体験の中
から、若者たちが、民族芸能サークルへの参
加を通して何を実現したいのかを明らかに
することを目的とした。 

 



３．研究の方法 
 
二つの中華学校（横浜山手中華学校・横浜

中華学院）の卒業生を中心とした民族芸能サ
ークルのメンバーへのアンケート調査によ
り、メンバーの背景とサークル活動の概要を
把握した。（調査項目：サークル参加の動機、
いつから始めたか、両親や家族の民族芸能体
験の有無、公演参加の経験、民族芸能サーク
ル以外のサークルに属しているか、他に習い
事（ピアノ、バレエ、箏、和太鼓等）をして
いるか [芸能に関わる日常体験の把握]）さ
らに、練習や公演の観察を行い、メンバー同
士の交流や、サークル以外の人々との交流の
様子を把握した。 
民族芸能サークルのメンバーは中華学校

の卒業生であり、彼らの芸能活動は、学校で
の「民族教育」が原点となっている。よって、
二つの中華学校における民族教育の授業内
容を、資料や学校関係者からの聞き取りによ
って把握した。 
横浜中華街では、年間を通して様々な祭り

やイベントが開催される。過去の行事におけ
る芸能グループの参加状況を、主催団体であ
る華僑総会、中華会館、関帝廟、媽祖廟に保
管されている記録や関係者からの聞き取り
を基に把握した。 
春節や関帝誕などの祭り、建国記念日など

のイベントにおける、民族芸能の公演やパレ
ードの履歴や変遷を、華僑総会や中華会館の
資料及び関係者へのアンケート調査により
把握した。 
アンケート調査から、個別の聞き取り調査

対象を抽出し、「民族性」「ジェンダー観」
の意識を中心にインタビューにより質的調
査を行った。 
華僑だけでなく地元の日本人や観光客が

訪れる祭りやイベントで行われる民族芸能
は、「観られる」ことを強く意識したパフォ
ーマンスである。これらのイベントで、主催
者が表現したい要素は何か、誰の為に行い、
誰に向かってメッセージを発しているのか
という問題を理解するため、芸能のプログラ
ム内容の選定におけるジェンダーの側面に
ついて聞き取り調査を行った。 

 
 
４．研究成果 
 
横浜中華街における祭りやイベントでの

民族芸能プログラムの調査で、民族芸能サー
クルの参加状況がわかった。各出し物の映像
を記録し、演奏されている音楽や舞踊のレパ
ートリーを整理した。結果、関帝誕などの宗
教に関わる祭りや春節などの季節行事では、
中華学校の生徒や卒業生による獅子舞や民

族舞踊などの伝統的な芸能が中心であるの
に対して、国慶節や双十節などの建国記念行
事では、上記の伝統芸能に加えて、近隣の学
校からブラスバンドやコーラスなどのグル
ープが参加していることがわかった。伝統的
な民族芸能では、男女のグループが明確に分
かれているのに対して、その他の出し物では
男女混合で行なわれている場合がほとんど
であった。 
イベントの主催者や参加者への聞き取り

を行い、参加動機や意義、また今後の展望に
ついて調査を行った。結果、華僑社会のリー
ダー的存在である年配の男性達（関帝廟・媽
祖廟理事・横浜中華街発展会理事など）は、
華僑の伝統的なジェンダー役割を芸能の教
育を通して若者に継承したいという意識を
少なからず持っていることが分かった。一方
で若者グループについては、それぞれの民族
芸能の伝統であるし、男らしさや女らしさが
表現されるべきものだから、男女別で当然と
いう意見の他に、男女混合で行ないたいとい
う意見もみられた。 
横浜山手中華学校（大陸系）と横浜中華学

院（台湾系）の二校を対象に実地調査を行な
った。前者では、音楽の前任教員及び現職教
員からの聞き取り、授業見学を行なった。そ
の結果、音楽の授業内容は、1950 年代から
1970 年代には中国本土での社会主義革命や
文化革命に強く影響されていたことが明ら
かになり、社会主義や毛沢東を賛美する歌曲
が多く用いられていたことがわかった。しか
し、中国における社会事情の変化や、日本社
会に定着が進む老華僑のニーズの変化によ
って、現在は、中国の歌曲を収めた中国語の
教科書に加えて、日本の公立学校で使用され
ている教科書も用いられ、中国と日本、双方
の文化に通じた児童生徒を育成しようとし
ていることが分かった。後者の学校では、現
職の校長及び音楽と民族舞踊・獅子舞の教員
からの聞き取りを行ない、授業見学を行なっ
た。その結果、音楽の授業では台湾で使用さ
れている教科書がそのまま使われており、日
本の音楽教材は補助的にしか用いられてい
ないことがわかった。これは学校の教育方針
である「民族教育」すなわち中華民国の国民
としてのアイデンティティ教育という柱に
のっとって音楽教育が行なわれている結果
であることが明らかになった。また、民族舞
踊・獅子舞の授業では、前者は女子のみ、後
者は男子のみが参加することになっており、
指導者が女性らしさ（前者）、男性らしさ（後
者）を表現するための具体的な所作について
指導している様子を観察することができた。
音楽の授業では、男女別の指導はされていな
いのに対して、民族舞踊・獅子舞などの身体
的芸能では明らかにジェンダー表現を重視



する教育が行なわれていることがわかった。
大陸系と台湾系の学校に関する比較調査を
行ったことで、双方の教育方針の差が明らか
になった。 
民族芸能サークルのメンバーへの聞き取

り調査からは、彼らの多様なジェンダー意識
が見えてきた。サークルには、長年日本に暮
らす老華僑のみではなく、近年やってきた新
華僑の子女の他、日本人と華僑とを親に持つ
者や、両親共に日本人という者など様々な文
化的背景を持つ若者たちが参加している。彼
らは練習や公演を重ねることで、中国的と考
えられる女性らしさや男性らしさのステレ
オタイプな表現を習得する一方で、メンバー
同士の交流によって単一でないジェンダー
表現に気づき、また自らのジェンダー意識を
見つめなおしているという側面が明らかに
なった。例えば獅子舞は、「心技体」の鍛錬
による心身ともに力強い男らしさを獲得す
ることが重要だと教えられているが、メンバ
ーの中には、それが必ずしも男性のみに与え
られた特徴ではないと考える者もおり、自分
は女性的なしなやかさや美しさ、そして協調
性といった点を表現したいと考える者もい
た。また獅子舞や龍舞が中国に起源をもつも
のであることを認識しながらも、それが日本
で受け継がれており日本人も参加している
ことから、国境や民族を超える文化と認識す
る傾向も見られた。 
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